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12
月
19
日
、
Ｊ
Ｒ
千
葉
支
社
は
３
月
ダ
イ
ヤ

改
正
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
は
特
急
列

車
を
全
面
的
に
廃
止
・
削
減
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
地
方
を
切
り
捨
て
る
特
急
列
車

の
廃
止
・
削
減
に
絶
対
反
対
で
す
。

　

計
画
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
特
急
「
さ
ざ
な
み
」

　

東
京
～
君
津
間　

上
下
４
本　

廃
止

　

君
津
～
館
山
間　

上
下
８
本　

全
廃

◎
特
急
「
あ
や
め
」

　

全
区
間　

上
下
４
本　

全
廃

◎
特
急
「
し
お
さ
い
」

　

東
京
～
銚
子
間　

上
下
２
本　

廃
止

　
（
成
東
～
銚
子
間　

ロ
ー
カ
ル
扱
い
）

　

新
宿
～
佐
倉
間　

上
り
１
本　

廃
止

◎
特
急
「
わ
か
し
お
」

　

東
京
～
勝
浦
間　

上
下
２
本　

廃
止

　

勝
浦
～
安
房
鴨
川
間　

上
下
８
本　

廃
止

　
（
う
ち
６
本
は
ロ
ー
カ
ル
扱
い
）

　

ロ
ー
カ
ル
線
の
全
面
廃
止

　

こ
の
特
急
列
車
の
廃
止
・
削
減
は
、
そ
れ
だ

け
で
終
わ
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｒ
は
ロ
ー
カ
ル
線
の

全
面
廃
止
に
乗
り
出
し
た
の
で
す
。
そ
れ
は
、

地
方
切
り
捨
て
る
こ
と
そ
の
も
の
で
す
。
絶
対

に
許
せ
ま
せ
ん
。

　

鉄
道
は
、
通
勤
・
通
学
を
は
じ
め
人
び
と

の
生
活
を
支
え
る
重
要
な
社
会
的
イ
ン
フ
ラ

の
一
つ
で
す
。
そ
れ

を
「
利
用
状
況
に
あ

わ
せ
る
」
と
削
減
す

れ
ば
、
通
勤
・
通
学

な
ど
地
方
で
の
生
活

は
ま
す
ま
す
不
便
に

な
り
ま
す
。
利
用
者

だ
け
で
な
く
、
地
域

の
人
口
ま
で
減
少
さ

せ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

そ
れ
は
さ
ら
な
る

列
車
削
減
に
つ
な
が

り
、
ロ
ー
カ
ル
線
の

完
全
な
切
り
捨
て
に

ま
で
行
き
着
き
ま

す
。

ＪＲダイ改―特急列車
廃止・削減  絶対反対！
ＪＲダイ改―特急列車

廃止・削減　絶対反対

銚子地域集会（仮称）

２月２６日（木）１５時～　銚子読売ビル２Ｆ
＊１４時から銚子駅前で街宣行動を行います。

「あやめ」（東京～佐原）上下４本全廃
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子
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神
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田
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【
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行
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【
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正
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１往復
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上下４本　全廃
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子

鹿
島
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１往復
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東　京

館　山
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【改　　正】

６
往
復

（
上
り
１
本
各
停
扱
い
）

全
廃

上
り
３
本

下
り
５
本

上
下
４
本
減

上
下
８
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全
廃

４
往
復
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【
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下
り
12
本

安房鴨川

上総一ノ宮

勝　浦
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上
り
11
本

東　京

12往復

10往復
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下
り
13
本
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６往復
（上り２本
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銚子読売ビル



　

地
域
あ
げ
て
反
対
の
声
を

　

現
在
、
全
国
の
地
方
自
治
体
の
半
分
、

８
９
６
都
市
が
消
滅
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
千
葉
で
は
銚
子
市
が
17
年
、
富
津

市
が
18
年
度
ま
で
に
破
綻
す
る
こ
と
は
確

実
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
Ｊ
Ｒ
は
「
地
方
創
生
」
ど
こ
ろ

か
ロ
ー
カ
ル
線
の
全
面
廃
止
に
動
き
だ
し

た
の
で
す
。

　

こ
の
中
で
、
ダ
イ
改
計
画
発
表
の
後
、

瞬
く
間
に
沿
線
自
治
体
か
ら
次
々
と
反
対

の
声
や
決
議
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

12
月
24
日
、
館
山
市
、
同
商
工
会
議
所
、

同
観
光
協
会
の
３
者
が
、
特
急
列
車
の
復

活
を
求
め
る
要
望
書
を
Ｊ
Ｒ
千
葉
支
社
に

提
出
し
ま
し
た
。
翌
日
、
館
山
市
議
会
で

「
廃
止
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
」
が

全
会
一
致
で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
銚
子

市
、
香
取
市
、
成
田
市
、
神
崎
町
、
東
庄

町
、
旭
市
、
匝
瑳
市
、
鹿
嶋
市
、
潮
来
市

な
ど
沿
線
自
治
体
か
ら

も
反
対
の
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
に
対

す
る
地
域
の
総
反
乱
と

呼
ぶ
べ
き
事
態
で
す
。

　

特
急
列
車
廃
止
・
削

減
、
ロ
ー
カ
ル
線
切
り

捨
て
は
絶
対
に
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。
地
域
を
あ

げ
て
共
に
反
対
の
声
を

上
げ
ロ
ー
カ
ル
線
・
地

方
切
り
捨
て
を
阻
止
し

ま
し
ょ
う
。

　

儲
け
の
た
め
に
生
活
犠
牲
に

　

こ
れ
は
、「
東
京
か
ら
70
～
80
㎞
以
遠
の
運
行

は
切
り
離
す
」
と
い
う
構
想
が
本
格
的
に
動
き
出

し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
Ｊ
Ｒ
は
人
び
と
の
生
活

よ
り
儲
け
を
優
先
し
、
ロ
ー
カ
ル
線
を
切
り
捨
て

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　

鉄
道
は
人
び
と
の
生
活
を
支
え
る
社
会
的
イ
ン

フ
ラ
の
一
つ
で
す
。
そ
れ
を
儲
け
の
た
め
に
切
り

捨
て
る
な
ど
、
絶
対
に
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

地
方
切
り
捨
て
そ
の
も
の

　

そ
れ
は
単
に
列
車
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
地
方
で
の
生
活
を
破
壊
す
る
、「
最
後
の
一

撃
」
の
よ
う
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
人
口
が
減
れ
ば
、
学
校
や
病
院
の
統
廃

合
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
地
域
で
運

営
し
て
い
る
水
道
料
金
は
、
到
底
払
え
な
い
ほ
ど

高
額
に
な
り
ま
す
。

　

学
校
・
病
院
・
保
健
所
・
水
道
な
ど
、
地
方
の

社
会
的
イ
ン
フ
ラ
は
も
う
限
界
ギ
リ
ギ
リ
で
す
。

ロ
ー
カ
ル
線
切
り
捨
て
は
人
が
生
活
す
る
上
で
必

要
不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
全
体
を
破
壊
し
て
い
き
ま

す
。
Ｊ
Ｒ
は
「
儲
か
ら
な
い
」
路
線
と
共
に
地
域

を
丸
ご
と
切
り
捨
て
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

「しおさい」（東京～銚子）
東京～銚子間　上下２本　廃止
新宿～佐倉間　上り１本　廃止

「わかしお」
東京～勝浦間 上下２本廃止
勝浦～安房鴨川間 上下８本廃止

「さざなみ」
君津―館山間　全廃
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５
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４
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（１本各停扱い）
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【改　　正】

下
り
12
本

安房鴨川

上総一ノ宮

勝　浦

茂　原

上
り
11
本
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本
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本
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２
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